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本誌 2005 年 3 月号に掲載された名和小太郎氏の
「QWERTY配列」を読んだが、どうもいくつかの点
で違和感が残った。氏が Paul A. Davidの論文 1)を
下敷きにしているのは理解できるのだが、その後 20
年間になされた議論や研究成果をほとんど参照して
おらず、それが違和感の原因となっているようだ。本
稿では、氏の「QWERTY配列」に関して、若干の再
考を試みることにする。

＊ ＊
Christopher Latham Sholesが 1868年7月に取得し

たタイプライター特許 2)では、キー配列はABC順だっ
た (図 1)。1872年の試作モデル 3)では、キー配列は
QWERTYに近づき (図 2)、1873年に E. Remington
& Sons社が発売した市販モデルでは、キー配列はほ
ぼ現在のQWERTYとなった (図 3)。ただしこの時点
でも、Cと XとMは現在のキー配列とは異なってお
り、現在の配列になるのは 1882年発売の『Remington
Standard Type-Writer No.2』においてである 4−6)。

図 1: Sholesの 1868年のタイプライター 2)

図 2: Sholesの 1872年の試作モデル 7)

図 3: 1873年の市販モデル 8)
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図 1と図 2のキー配列の間には大きな差異がある
が、この理由を「タイプ・バーがもつれてジャムるの
を避けるため」とする 9)のは、正しくないように思
われる。Sholesのタイプライターにおいては、タイ
プ・バーとキー配列との間に自由度があり、たとえタ
イプ・バーがもつれたとしても、それがキー配列を変
える理由にはならないからである。実際、Sholesの
1872年の試作モデル (図 2)と 1873年の市販モデル
(図 3)では、キー配列はそう大きくは違わないが、タ
イプ・バーの配置は全く異なっている 3,8)。
では、図 1と図 2のキー配列の差をどう説明するか

だが、私見では、Roy T. Griffithや Janet M. Noyes
の研究成果 10−12)を発展させて、図 4のキー配列を
図 1と図 2の間に想定するのが、スジが良いように
思われる。すなわち、アルファベットを右端で折り返
して中下段に配置し、そこから母音 (Yを含む)を取
り出して上段に配置したのが、図 4の配列である。た
だし図 4の配列を、図 1と図 2を結ぶミッシングリ
ンクとみなすには、さらなる研究が必要だろう。
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図 4: Griffith-Noyes-安岡によるキー配列

ちなみに、この時代のタイプライターの商標は
「Type-Writer」であり、間にハイフンが入る 4,13,14)。
したがって「TYPEWRITER」をいくら一列に並べ
ても、ハイフンが同じ列になければ「セールスマンに
都合がよいように」はならない。「TYPEWRITER」
を一列に並べるために QWERTY配列にした、など
というのは、Richard E. Dickersonが指摘 15)してい
るように、後世の人のジョークだろう。

＊ ＊
1880年代において、Remingtonの最大のライバル

は Caligraphだった 4,16,17)。この 2社はキー配列に
おいても異なっており、Remingtonの QWERTY配
列に対し、Caligraphは独自の配列 (図 5)を採用して
いた。
当然、Remingtonと Caligraphのどちらが優れて

いるのか、人々の注目を集めるところとなった。だが、
当時のタイピング・コンテストにおいては、
Remingtonを叩くFrank E. McGurrinが勝ったり19)、
Caligraphを操るThomas W. Osborneがスピードで
上回ったり 20)と、決着がついていない 21)。したがっ
て、QWERTY配列が事実上の標準となっていった原

図 5: Caligraph No.2のキー配列 18)

因を「マッガリンが QWERTYを使っており、それ
を見たレミントンがこの配列を「科学的配列」と称
して宣伝したため」だとする 22)のは、当を得ていな
い。Caligraphだって、そういう宣伝くらい当然やっ
ていた 16)。この時期、Remingtonと Caligraphの勢
力は拮抗しており、「10本指方式」を創始したとされ
る Elizabeth Margaret Vater Longley夫人も、自身
のタイピスト学校で、Remingtonと Caligraphの両
方を「10本指方式」で教えていたくらいだ 5,18)。
では、なぜ QWERTY配列は事実上の標準となっ
たのか。いくつか原因があるが、第一に、Caligraph
と Remingtonは競争する理由がなくなってしまった、
ということが挙げられる。Charles Newell Fowler の
株買占めの結果 1893年 3月に Typewriter Trustが成
立し、Remington・Caligraph・Smith-Premier・Yost・
Densmore のタイプライター上位 5 社は、Union
Typewriter という持株会社の傘下に入った 23−27)。
この時点で Caligraphと Remingtonは、兄弟関係の
会社となってしまったのである。この後、Typewriter
Trust 傘下 5 社は、特許や代理店を融通しあうこと
で同業他社を排除し、タイプライター市場の寡占を
進めていった。この過程で、傘下 5社はキー配列の
統一もおこない、1898年に Caligraphはそれまでの
キー配列を捨てて、QWERTY配列の New Century
Caligraphを発売したのである 28)。
ただし、同業他社もTypewriter Trustの寡占に、た

だ手をこまねいていたわけではない。後発の各社は、
さまざまな手段でタイプライター市場に食い込もう
としていた。中でもUnderwoodは、Remingtonと全
く同じキー配列を採用することで、Remingtonから
の移行を容易にしながら、かつ機能面で Remington
に優っていることを売りにしていた。印字位置をプラ
テンの前面に置くことで、打たれた文字をその場で
見ることができたのである (図 6)。印字位置がプラテ
ンの下面にあって直接見えない Remingtonに較べ、
Underwoodは圧倒的に便利であり、1900年 6月発売
の Underwood No.5は、20世紀前半で最も売れたタ
イプライターとなった 29−32)。これが、QWERTY配
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図 6: Underwood No.5 30)

列が事実上の標準となった第二の原因である。
＊ ＊

August Dvorakがタイプライター用の新しいキー
配列 (図 7)を考案したのは 1932年のことで、翌年に
はこのキー配列を The Nation’s Schools誌で発表し
ている 9)。この後 Dvorakは 1975年 10月に死去す
るまで、Dvorak Simplified Keyboardの普及に努め
ており、没後 8年を経た 1983年 11月には ANSI規
格に採用されている 33,34)。

図 7: 初期の Dvorak Simplified Keyboard 9)

QWERTY 配列と Dvorakの配列を比較するのは
容易ではないが、2 本ないし 4 本指での打鍵を想定
して設計された QWERTYと、最初から「10本指方
式」をにらんで設計された Dvorakとでは、Dvorak
の方が打鍵効率が良いと考えていいだろう。しかし
QWERTYに較べ、Dvorakは明らかに普及していな
い 35)。タイプライターにおいては QWERTYが事実
上の標準となってしまったから仕方ないとしても、コ
ンピュータのキー配列が Dvorakにならなかったのは
ナゼだろう。電卓と電話ですらキー配列が違ってい
る 36,37)のだから、タイプライターとコンピュータの
キー配列が違っていてもかまわなかったはずだ。
コンピュータのキー配列がタイプライターと同じ

QWERTYになってしまった原因の一つには、テレタ

イプの存在が挙げられる。1901年にテレタイプの原
型をDonald Murrayが完成した際 38)、彼はキー配列
に QWERTYを流用していた。しかも、通信に用い
る文字コードの都合上、Qと 1、Wと 2、Eと 3、R
と 4、Tと 5、Yと 6、Uと 7、Iと 8、Oと 9、Pと
0が、それぞれ同じキーの英字シフト側と数字シフト
側になければならなかった (図 8)。

図 8: Murrayの印刷電信機のキー配列 39)

Murrayの文字コードとキー配列はその後のテレタ
イプにも踏襲され、1931 年 7 月には CCIT(現在の
ITU-T) において、国際電信アルファベット第 2と
して標準化されるに至る 40)。CCITの決議はあくま
で勧告であって強制力はないが、QWERTYUIOPと
1234567890がそれぞれキーを共有せざるを得ない以
上、テレタイプにおいては QWERTY配列を用いざ
るを得なかったのである。さらに、1949年に発表さ
れたプログラム内蔵型コンピュータ EDSACは、入
出力にテレタイプを用いていた 41)。キー配列は当然
QWERTYである。これ以後、コンピュータの端末
にはテレタイプが多く用いられ、それとともにコン
ピュータのキー配列も、QWERTYが事実上の標準と
なっていった。
もちろん、Remington Rand(現在のUnisys)や IBM

が、電動タイプライターとコンピュータの両方を製造
している会社だった 42−44)、というのも、コンピュー
タのキー配列が QWERTYとなった原因の一つだろ
う。ちなみに現在のANSIキーボードは、@が 2のシ
フト側にある点を含め、ほとんど IBM Selectricその
ままのキー配列である 45−47)。

1) David, P. A. Clio and the Economics of QWERTY.
The American Economic Review. Vol.75, No.2,
1985, pp.332-337.

2) Sholes, C. L.; Glidden, C.; Soulé, S. W. Improve-
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